
　福井市ボランティアセンターでは、子どもたちが地域や福祉について理解を深め、地域で共に生きる力を育むた

めの福祉教育プログラムに取り組んでいます。

　その一環として、１０月２４日（月）に社北小学校４年生 101 名を対象に、福祉学習を開催しました。今回は、

地元にお住まいの酒井正輝さんをゲスト講師としてお招きし、普段の暮らしについてお話を聞かせていただきまし

た。

　酒井さんは肢体不自由があり、電動車いすや福祉サービスなどを利用しながら、地域で自立した生活を送られて

います。以前は、３６年間ほど施設で生活をされていた経験もありますが、「いろいろな人と出会う場所で暮らし

たい」という思いから、地域でのひとり暮らしが始まったそうです。買い物や入浴、バスに乗って外出するなど、

生活の中に多くの支えがあることをまとめた、ご自身のＤＶＤを見てもらいながら、暮らしの中でのさまざまな工

夫を紹介されました。周囲の人たちに温かくサポートしてもらい、時には地域の人たちとの交流を楽しみながら、

自分らしい生活を送っておられます。

　子どもたちからの「一番楽しいことは何ですか？」という質問には、「みんなと出会うこと。この身体だからこそ、

みなさんに出会えたし、あたたかい気持ちに触れることもあります。この身体が宝物です。」と丁寧に答えてくだ

さりました。酒井さんは、ひとり暮らしは大変だ

けど決して苦労ではないと笑顔でお話されました。

　子どもたちからは、歌や手作りの花飾りが酒井

さんに送られ、お互い「ありがとうございました。」

と笑顔であいさつしました。

　私たちのまちには、いろんな人が暮らしていて、

相手の気持ちを思いやる「やさしさ」から、たく

さんの出会いがはじまることを学びました。
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